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Forge Data ビジョン

不透明で統一性のないデータ
特定のアプリケーションに固有で、他のアプリケー
ションからはアクセスできず、専用のAPIからのみ
アクセスが可能

透過的で標準化されたデータ
アプリケーションからは独立しており、標準化された
データ型を持ち、標準APIでアクセスが可能



Data Exchangeワークフロー

Producer

Connector

Consumer

ConnectorSchema

Cloud Storage



Data Exchangeワークフロー



Data Exchangeコンセプト

 コレクション Collection

 スペース Space

 アセット Asset

 関連 Relationship

 スナップショット Snapshot

 リビジョン Revision



Data Exchangeコンセプト

 アセット Asset:

o 主な用途はプロパティの保持

o 用途別のアセット

• グループアセット

• デザインアセット

• インスタンスアセット

• バイナリアセット

• ジオメトリアセット



Data Exchangeコンセプト

 関連 Relationship:

o アセット間のリンク

o 2つのカテゴリー

• リファレンス(Reference):アセット間のシンプルな関連

• 束縛(Containment): メンバーシップの表現
(例：ドアノブのパートとドアのアセンブリ)



Data Exchange コンセプト

 スナップショット Snapshot:

o 特定の時点におけるデータの状態

o スナップリビジョンを使用: 

• 特定の状態の取得

• 特定の状態間の差異の取得



Data Exchange コンセプト: エンティティ

関連 アセット



Data Exchange API

 Exchangeコンテナの取得

 アセットの取得

 関連の取得

 スナップショットリビジョンの取得



Data Exchange API: exchangeコンテナの取得



Data Exchange API:スナップショットリビジョンと差分
/exchange/v1/collections/{{COLLECTION_ID}}/exchanges/{{EXCHANGE__ID}}/snapshots:exchange



Data Exchange API: スナップショットリビジョンと差分
/exchange/v1/collections/{{COLLECTION_ID}}/exchanges/{{EXCHANGE__ID}}/snapshots:exchange/revisions

Version 1 Version 2



Data Exchange API: スナップショットリビジョンと差分

アセットBの
Widthを変更



Data Exchange API:アセットと関連の取得
/exchange/v1/collections/{{COLLECTION_ID}}/exchanges/{{EXCHANGE__ID}}/assets:sync

/exchange/v1/collections/{{COLLECTION_ID}}/exchanges/{{EXCHANGE__ID}}/relationships:sync

?filters= exchange.snapshot.toRevision==<<ANOTHER_REVISION_ID>>

exchange.snapshot.fromRevision==<<SOME_REVISION_ID>>;?filters=
exchange.snapshot.toRevision==<<ANOTHER_REVISION_ID>>

特定のバージョンを取得

指定したバージョン間の
差分を取得



Data Exchange API:アセットと関連の取得
Version 1

?filters= exchange.snapshot.toRevision==<<REVISION_ID_FOR_V1>>



Data Exchange API:アセットと関連の取得
Version 2

?filters= exchange.snapshot.toRevision==<<REVISION_ID_FOR_V2>>



Data Exchange API:アセットと関連の取得

Version 1 Version 2



Data Exchange API:アセットと関連の取得

exchange.snapshot.fromRevision==<< REVISION_ID_FOR_V1 >>;?filters=
exchange.snapshot.toRevision==<< REVISION_ID_FOR_V2 >>



Data Exchange API:アセットと関連の取得



Data Exchange API: アセットと関連の取得
/exchange/v1/collections/{{COLLECTION_ID}}/exchanges/{{EXCHANGE__ID}}/relationships:sync



Data Exchange レビュー

 シンプルなAPI:

o Exchangeコンテナの取得

o スナップショットバージョンの取得

o アセットの取得

o 関連の取得

 今後のAPIの拡張性にフォーカス

o フィルタリングオプションの追加

o GraphQLによるユーザビリティの簡易化



Data Exchangeの使いどころ
Model Derivative vs Data Exchange サービス

 Model Derivative サービス:

o 長所:

• バルクデータの取得

• 論理的かつ階層で構造化されたデータ

o 短所:

• 大規模データ取得時には、JOSNが600-800Mbに

• 必要なデータを取得するために、全データを取得する
必要がある

• モデル全体、ビューを処理する必要があるため処理時
間がかかる

• バージョン間の差分を特定するのに大きな労力が必
要

 Data Exchange サービス:

o 長所:

• データ全体をダウンロードすることなく、必要なデータ
のみを取得

• バージョン間の変更の取得が容易

• サブセットデータのみを扱うため、迅速にモデルの処
理 (例： データ交換に使用するRevitビューのみ扱う）

o 短所:

• 粒度の細かなアクセス用に、データをグラフ化してい
るため、データを走査・収集して、集約する処理が必
要

• 大きなモデル全体ではなく、モデルのサブセットの利
用で上手く機能する



Data Exchangeの使いどころ
Design Automation vs Data Exchange サービス

 Design Automation サービス:

o 長所:

• Revitファイルから任意のデータを任意のフォーマット
で抽出が可能

o 短所:

• Revit Add-inの開発スキルが必要

• Design Automationサービスにデータをアップロードす
る必要があるため、処理時間が長くなる

• 変更差分の抽出には、Revit Add-in の開発が必要

 Data Exchange サービス:

o 長所:

• ACCの環境に統合されており、処理時間は最適化さ
れている

• Revitのプログラミングスキルは不要

o 短所:

• Design Automationであれば抽出可能なデータが、対
象外になっている可能性がある

• 大きなモデル全体ではなく、モデルのサブセットの利
用で上手く機能する



Data Exchangeの使いどころ
ACC Model プロパティ vs Data Exchange サービス

 ACC Modelプロパティ:

o 長所:

• キャッシュされたクエリによる高速化

• SQLに似た文法

• 必要な物のみを取得

• Model Derivative にない拡張されたプロパティ

• バージョン比較

o 短所:

• 現状ACCのみでサポート

• 初回処理時間

 Data Exchange サービス:

o 長所:

• IP（知的財産）を限定して公開

• バージョン比較

o 短所:

• 現状ACCのみでサポート

• ユーザが結果をパースする必要がある



Data Exchangeの使いどころ

 最適な利用方法:

o サブセットデータの共有

• データ全体をダウンロードせずに、必要なデータのみ
を取得

• 関連するグラフデータのみを走査

o 追加、削除、変更されたアイテムのプロパティを
素早く特定し、取得

 適さない利用方法:

o 大規模なモデルデータ全体を共有

o 取得した結果をそのまま利用:

• 粒度の細かなアクセス用に、データをグラフ化してい
るため、データを走査・収集して、集約する処理が必
要

結論
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